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んでいる人の年齢）。するとこの場合には，正答率は高かったのである（Griggs & Cox, 1982:












たとえば，「入力モジュール input modules」と「高次認知 higher cognition」（Fodor, 1983），「自
動的 automatic」と「制御された controlled」（Schneider & Schiffrin, 1988），「全体的 holistic」と
「分析的 analytic」（Nisbett et al., 2001），「反射的 reflexive」と「熟慮的 reflective」（Lieberman,
2003），「衝動的 impulsive」と「内省的 reflective」（Strack & Deustch, 2004）などである。エバン
ス自身は，「便宜的2)・全体的 heuristic」と「分析的 analytic」という分け方について論じている
（Evans, 2008）。





conscious（preconscious）」と「意識 conscious」，「暗黙的 implicit」と「顕現的 explicit」，「自動的
automatic」と「制御された controlled」，「努力をあまり要しない low effort」と「多くの努力を要
する high effort」，「急速 rapid」と「緩徐 slow」，「高容量 high capacity」と「低容量 low capacity」，










クラスター⚒では，「進化的に古い evolutionary old」と「進化的に新しい evolutionary recent」，
「進化的合理性 evolutionary rationality」と「個人的合理性 individual rationality」，「動物と共有
shared with animal」と「人に特有 uniquely human」，「非言語的 nonverbal」と「言語と結びつい






クラスター⚓では，「連合的 associative」と「規則型 rule based」，「領域特有 domain specific」
と「領域普遍 domain general」，「文脈的 contextualized」と「抽象的 abstract」，「実際的 pragmatic」
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表⚑
あるいは経験をベースとした定型的な適応的特性を示しているといえる。
クラスター⚔では，「遺伝的 heritable」と「普遍的 universal」，「一般知能とは独立 independent
of general intelligence」と「一般知能と結びついた linked to general intelligence」，「作業記憶とは







白黒で分ける二過程論の限界もある。エバンスとスタノビッチ（Evans & Stanovich, 2013）は，
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図 ⚑．The locus of continuous individual differences in Stanovichʼs
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動性」は，The UPPS impulsivity scale とよばれる人格検査により測定された。本検査は多数の衝
動性関連項目の成分分析の結果から作成されたものであり，切迫 urgency，熟考 premeditation（の





































Brosnan ら（Brosnan, Lewton, & Ashwin, 2016）は，95 名の大学生（18～31 歳，男性 43 名，女
性 52 名）を対象としてAQ（Baron-Cohen et al., 2001）を用い自閉症スペクトラム特性（autism




こころのDual Process Theory（室橋 春光)







的推論傾向の低さと結びついてた（Freeman, 2012）。Crespi と Badcock は，自閉症スペクトラム
特性と統合失調症特性とは認知的連続体の対極にあるとしている（Crespi and Badcock, 2008）。
さらにBrosnan らは，17 名の自閉スペクトラム症（ASD）の診断を受けている男性と，18 名の
通常発達（TD）の男性を対象として，Rational-Experiential-Short（REI-S: Epstein et al., 1996）な




ASD 群の直観的推論傾向は TD群よりも低く，熟慮的推論傾向は TD群よりも高かった。熟慮
的推論傾向が強いのならば，意思決定は慎重に行われるようにも思われるが，それは人との関わ
りの要因が少なく理論的な課題の場合であろう。理数的領域では，その能力がより発揮されるこ
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